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1. Db2 Web Query for i 2.3 の概要 (1/2)

3

Db2 Web Query for i は、データをすばやく、簡単に参照・分析できる

IBM i 上で稼働するBI(Business Intelligence)ツールです

“直感的な操作性”
“柔軟なデータ活用”

“データの可視化”
“多次元分析”

• ブラウザー・ベースのツールで、Query/400のレポートを最新化
• パラメーター化されたレポートで、エンド・ユーザーに複雑さを感じさせないデータ・アクセス
• Db2 for i の高度なクエリー最適化機能を活用してクエリー・パフォーマンスを向上
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1. Db2 Web Query for i 2.3 の概要 (2/2)
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Db2 Web Query for i が提供する機能

ファイル/テーブル

SQLビュー

SQLスクリプト

SQLストアード・プロシージャー

データ・ソース

Query/400

Db2
family

CSV

Db2 for i

メタデータ

データ属性

データの関係/
ルールの設定

フィールド表示名

一時フィールド

JOIN

さまざまなデータを一元管理

…

コンテンツ

レポート

グラフ

ダッシュボード

Excel

JSON

XML

Webブラウザー

Excelアドイン

モバイル

FTP

e-mail

IFS
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2. Db2 Web Query for i 2.3 の特徴 (1/3)
特徴1. エンド・ユーザーが使いやすい操作性
簡単に欲しいデータを抽出し、さらに、オートリンク機能で明細データの参照や、色付け、グラフ表示な
ど、エンド・ユーザーが見やすい画面を提供します

見たいデータをメ
ニューから
選択

リンク機能で明細データを参照

条件指定で文字を色
付け

条件を指定してデー
タを抽出
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2. Db2 Web Query for i 2.3 の特徴 (2/3)
特徴2. 直感的な操作での開発

各機能がボタンで表示され、視覚的に分かりやすく、簡単に作成できます

SQLやレポート作成言語のスキル取得は不要です

フィールド一覧

完成イメージを確認しながら作成できる

完成イメージの抽出
データ件数設定可能

マウス操作

で選択

アイコンを
クリック
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2. Db2 Web Query for i 2.3 の特徴 (3/3)

特徴3. IBM i 1区画で稼働します
• シンプルなソフトウェア管理・保守

• IBM i 一台で複数コンポーネントが稼働

− OLAP, レポート配布, Webサーバー

− メタデータ

− データベース (Db2 for i)

• Web Application Serverが不要

− 統合Webアプリケーションサーバーを使用

堅牢なセキュリティを提供します
• 全データを一ヶ所に統合、管理可能

• IBM i の高いセキュリティ設計

• IBM i の監査ジャーナル機能の利用

Database
Server OLAP 

Server Report
Server

Web 
Server ETL

Server

他のDWH+BIソリューション
複数サーバーが必要 = 高コスト・運用煩雑
かつ「古い情報」

Db2 for i

統合Webアプリ
ケーションサー
バー

HTTP
サーバー

Db2 Web Query
DWH + BI 機能

Db2 Web Query
すべてIBM i で稼動 = シンプル・
低コストかつリアルタイム
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3. Db2 Web Query 標準機能による他サーバー上のDBアクセス
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Db2 Web Query for i の標準機能 (Express版基本機能) で、
Db2 ファミリーおよび、CSV、EXCEL、JSONデータなどのにアクセスできます。

データ・ソース

Db2
family

CSV

Db2 for i

メタデータ

データ属性

データの関係/
ルールの設定

フィールド表示名

一時フィールド

JOIN

さまざまなデータを一元管理

…

コンテンツ

レポート

グラフ

ダッシュボード

Excel

JSON

XML

１）他サーバーあるいは他区画

２）その他のデータソース
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Db2 Web Queryの導入され
たIBM i

1) 他サーバー、他区画のIBM iのデータベースをアクセスする

9

Db2 for i

・関係/ルールの設定
・メタデータの作成

他サーバー（もしくは他のIBM i 
区画）のDb2 for i

Db2 for  i

データ・ソース

レポート/グラフ

もしくはダッシュボード

手順 概要

1. IBM i リレーショナル・データベースへ他サーバー（もしくは他区画）上のDb2 for i 項目を登録

2. Db2 Web QueryにてDb2アダプターにDb2 for iの接続定義を作成

3. 作成したDb2 for iの接続定義を使用し、メタデータを作成

4. 3で作成したメタデータを用いて、レポート定義を作成する

DRDA
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手順1. IBM i リレーショナル・データベースへ他サーバーの
Db2 for i項目を登録

1) 5250画面のコマンドラインに「ADDRDBDIRE」コマンドを入力し、F4キーでプロンプト画面を表示
2) 使用するDb2 for i の情報を入力し、実行キーをクリックし、 項目を追加

10

追加した項目は「WRKRDBDIRE」コマンドで確認できます。

192.168.1.1
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手順2. Db2 Web QueryにてDb2アダプターに
他サーバーのDb2 for iの接続定義を作成
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1. Db2 Web Queryにメタデータの管理権限を持ったユーザーでログイン
2. 任意のフォルダを右クリックし、「メタデータ」→「新規作成」を選択
3. アダプター「DB2/DB2 Warehouse  cli」をクリックし、「接続の追加」を選択
4. Db2 for i 接続名、データソース、セキュリティ、ユーザー名、パスワードを指定
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手順3.作成したDb2 for iの接続定義を使用し、メタデータを作成
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1. 「構成済み」→「DB2 cli」のアダプター一覧から作成した他サーバーのDb2 for iの接続定義を右クリッ
クし、「シノニムの作成」をクリック

2. 使用するデータの「スキーマ名」を「ライブラリ」に、「テーブル名」を「オブジェクト名」に入力し、
「次へ」をクリック

3. 各パラメータを設定し、メタデータを作成するテーブルにチェックし、「シノニムの追加」をクリック



© IBM 2022

IBM i World 2022 

手順4. 3で作成したメタデータを用いて、レポート定義を作成する

13

通常のレポート作成と同様に、下記のようにレポートを作成してください。
下記は InfoAssistでのレポート作成画面です。
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Db2 Web Queryの導入され
たIBM i（DEMO00)

2) その他のデータアクセス
ここでは、他サーバー（IBM i区画）のIFS上の、Excelファイルへアクセスします

14

IFS上の
Excelファイル

・関係/ルールの設定
・メタデータの作成

他サーバー（もしくは他のIBM i 
区画の上：LUCY30）

Db2 for i

データ・ソース

レポート/グラフ

もしくはダッシュボード

手順 概要

1. IBM i 間のExcelファイルの共有

2. Db2 Web QueryにてEXCELの接続定義を作成し、メタデータを定義する

3. 2で作成したメタデータを用いて、レポート定義を作成する

IFS上の
Excelファイル
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手順1. IBM i 間のExcelファイルの共有

詳細は、下記のURL(IBM i – IBM i 間のネットワークファイル共有機能 QFileSvr.400）を参照
https://www.i-cafe.info/column/serials/dekiruibmi_no12

1) 前提としてIBM i からTCP/IPホスト名で相手のIBM iが通信できる必要(DNS名前解決できる必要)があります。
CFGTCPコマンド オプション12で相手のホスト名を登録する等を行います。

2) ソースIBM i サーバー上でターゲットIBM iサーバーのディレクトリを/QFileSvr.400下に作成します。
以下のコマンドを実行します。
MKDIR DIR(‘/QFileSvr.400/LUCY30’)      ※ LUCY30はターゲットのIBM i サーバーのTCP/IPホスト名

3)任意の方法でターゲットIBM i サーバーにアクセスします。例として、5250端末からWRKLNKコマンドでアクセスする
場合、以下のようなコマンドでターゲットIBM i のIFSにアクセスできます。
WRKLNK (‘/QFILESVR.400/LUCY30/home/SAWADA’)

4)このファイルを/Home/Sawadaへコピーします。

15上記の例ではリモートのターゲットIBM i サーバーの /home/SAWADAディレクトリが表示されます。

https://www.i-cafe.info/column/serials/dekiruibmi_no12
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手順2. Db2 Web QueryにてExcelアダプターに接続定義を作成し
メタデータを定義する。

16

1. Db2 Web Queryにメタデータの管理権限を持ったユーザーでログイン
2. 「データの取得」から、利用可能なデータソースで「EXCEL」を選択
3. 対象ファイル（ここではTOKUISAKI)を選択して、OKを押す
4. 下記のように、シノニムが自動作成されます。
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手順3. 手順2で作成したメタデータを用いて、レポート定義を作成する

17

通常のレポート作成と同様に、下記のようにレポートを作成してください。
（下記は、V2.3からのデザイナーを使ったレポート作成画面です。）
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4.補足情報
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IBM Db2 Web Query for i 機能概要
その他のデータベース（SQLサーバー、Oracleなど）のアクセスについては、Db2 Web Query Standard Edtion

あるいは、オプションでの提供になります

作成 参照

対象データの属性情報定義
• Query/400 定義情報取り込み （基本）
• メタデータ作成メニュー （基本）

レポート作成
• InfoAssist （基本）
• Developer Workbench （Opt）

必要に応じてデータ取り込み
• SQL サーバー （Std）
• Oracle、MySQL など （Std）
• JDE アダプター （Std・Opt）
• Db2 - Linux, Unix, Windows

（基本 Ver 2.1 HF4）

ETL ツール
• DataMigrator (5733-WQM)

出力デバイス （基本）
• PC ブラウザ
• モバイル端末

出力形式 （基本）
• HTML
• PDF
• Excel
• PowerPoint

出力内容 （基本）
• 表・グラフ･文章・画像
• 多次元分析レポート ～OLAP
• 経営層レポート ～ダッシュボード
• オフライン簡易分析レポート

～アクティブ・レポート

自動起動 （Std）
• Report Broker
• CL コマンド

メニューから起動
（基本）

操作環境 （基本
）

• ブラウザ
• Excel （基本）：Db2 Web Query 基本機能

Express Edition に含まれる
（Std）：Standard Edition のみ搭載機能
（Opt）：オプション機能
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IBM Db2 Web Query for i 2.3.0 ライセンス情報

Db2 Web Query for i 機能

Edition

Express
（5733-WQE）

Scheduler
(5733-WQB)

Runtime User
(5733-WQR)

Standard
（5733-WQS）

基本機能
• Webベースのレポート作成ツール
• メタデータ管理
• OLAP, モバイルサポート

標準
コアあたり

無償 2ユーザー

標準
コアあたり

無償 2 ユーザー

標準
コアあたり

無償 2 ユーザー

標準
コアあたり

無償 2 ユーザー

Developer Workbench オプション オプション オプション 標準、マシンあたり
有償 1 ユーザー(注)

ランタイム・グループ なし なし 標準、コアあたり
無償 2 グループ

標準、コアあたり
無償 2 グループ

レポート配信 (Report Broker) なし 標準機能 なし 標準機能

SQL サーバー・アダプター なし なし なし 標準機能

JDE アプリケーション・アダプター なし なし なし オプション

SDK なし なし なし 標準機能

DataMigrator for i （ETLツール） オプション オプション オプション オプション

注： 標準・有償部分は構成から削除可能
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ご参考URL
✓ IBM Db2 Web Query for i 各種資料/マニュアル
ご紹介資料やデモ動画、各種マニュアルを公開しています
https://www.ibm.com/support/pages/node/1274374

✓ i-learnig研修

https://www.ibm.com/support/pages/node/1274374
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ワークショップ、セッション、および資料は、IBMによって準備され、IBM独自の見解を反映したものです。それらは情報提供の目的のみで提供されており、いかなる
読者に対しても法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、またそのような結果を生むものでもありません。本資料に含まれている情報については、完
全性と正確性を期するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示または暗示にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。本資料またはその他の資料
の使用によって、あるいはその他の関連によって、いかなる損害が生じた場合も、IBMは責任を負わないものとします。 本資料に含まれている内容は、IBMまたはその
サプライヤーやライセンス交付者からいかなる保証または表明を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の条項を変
更することを意図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。
本資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示するものではありま
せん。本資料で言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権をもっていつでも変更できるものとし、いかな
る方法においても将来の製品または機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。本資料に含まれている内容は、読者が開始する活動によって
特定の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、または暗示することを意図したものでも、またそのような結果を生むものでもありません。 パ
フォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使用した測定と予測に基づいています。ユーザーが経験する実際のスループットやパフォーマン
スは、ユーザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードなどの考慮事項を含む、数多
くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。
記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示されたものです。実際
の環境コストおよびパフォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。
IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Db2、Rational、Power、POWER8、 POWER9、AIXは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines Corporationの商
標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

インテル, Intel, Intelロゴ, Intel Inside, Intel Insideロゴ, Centrino, Intel Centrinoロゴ, Celeron, Xeon, Intel SpeedStep, Itanium, およびPentium は Intel Corporationま
たは子会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標です。
Microsoft, Windows, Windows NT および Windowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。
ITILはAXELOS Limitedの登録商標です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
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